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委員会での主な質疑�

総
務
文
教
常
任
委
員
会�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て�

（
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）�

�

問
　
入
札
に
あ
た
り
、
業
者
選
定
の
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。�

答
　
本
市
物
品
売
買
競
争
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
、
営
業
種
目
が
消
防
、
保

安
用
品
の
中
の
取
り
扱
い
種
目
が
消
防
車
両

の
業
者
で
あ
り
、
か
つ
社
団
法
人
日
本
消
防

ポ
ン
プ
協
会
会
員
、
ま
た
は
協
会
会
員
の
代

理
店
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
こ
と
を
考
慮
し
て
関
東
エ
リ
ア
内

に
本
社
か
営
業
所
、
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
工
場

を
有
す
る
こ
と
。
過
去
５
年
間
に
官
公
庁
へ

の
納
入
実
績
が
あ
る
こ
と
。
本
市
物
品
の
買

い
入
れ
等
の
契
約
に
係
る
指
名
選
定
基
準
を

満
た
す
こ
と
。
以
上
の
点
を
審
査
す
る
。�

（
所
管
課
・
契
約
室
）�

�

平
成
22
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
教

育
費
）
に
つ
い
て�

問
　
小
学
校
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
工

事
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。�

答
　
４
月
に
開
設
し
た
妻
沼
小
学
校
の
通
級

指
導
教
室
の
教
室
改
修
等
を
す
る
も
の
で
、

教
室
を
、
子
ど
も
た
ち
の
教
室
、
教
師
が
事

務
を
と
る
部
屋
及
び
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
設

置
し
保
護
者
が
教
師
の
指
導
方
法
を
学
ん
だ

り
、
待
機
す
る
た
め
の
部
屋
を
３
つ
に
仕
切

る
工
事
を
し
た
り
し
て
、
発
達
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
気
が
散
ら
な
い
よ
う
に
教
室

を
締
め
切
り
に
す
る
た
め
の
空
調
設
備
の
整

備
等
を
す
る
も
の
で
あ
る
。�

（
所
管
課
・
教
育
総
務
課
）�

�

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
を
熊
谷
市
の
魚
に�

選
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願�

問
　
請
願
文
書
中
、
希
少
生
物
と
い
う
表
現

が
あ
る
が
、
国
や
県
で
は
ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
県

と
市
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
両
者
で
交
わ

し
た
覚
書
に
は
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

る
の
か
、
伺
い
た
い
。
。�

答
　
国
で
は
、
平
成
３
年
に
環
境
省
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
県
で

は
平
成
12
年
に
埼
玉
県
希
少
野
生
動
植
物
種

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
と
市
と
の

覚
書
に
は
、
県
の
役
割
と
し
て
、
県
の
魚
ム

サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
生
息
に
必
要
な
水
源
を
確
保

し
、
水
源
確
保
に
要
す
る
費
用
の
負
担
は
県

が
行
う
も
の
と
す
る
。
市
の
役
割
と
し
て
は
、

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
保
護
・
啓
発
な
ど
の
事
業

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。�

（
所
管
課
・
環
境
政
策
課
）�

委員長�
　山田　忠之�
副委員長�
　礒崎　　修�
委員�
　高橋　　初�
　岡部　三郎�
　滝沢　　肇�
　谷　　幸代�
　松本　富男�
　富岡　信吾�
　森　　新一�

答� 問�答� 問�

答� 問�

福
祉
環
境
常
任
委
員
会�

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
民
生
費
）

に
つ
い
て�

�

問
　
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
開
設
準
備
等
支

援
事
業
と
し
て
、
立
正
大
学
と
奈
良
保
育
園

の
事
業
で
、
総
額
１
０
９
９
万
８
０
０
０
円

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
事
業
の
規
模
と
内

容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。�

答
　
１，
０
９
９
万
８，
０
０
０
円
の
う
ち
、
立

正
大
学
の
改
修
工
事
費
補
助
と
し
て
、
１，
０

０
０
万
円
。
残
り
の
99
万
８，
０
０
０
円
は
、

奈
良
保
育
園
の
備
品
購
入
等
の
事
業
で
あ
る
。

立
正
大
学
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
規
模

と
し
て
は
、
約
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
部

屋
を
改
修
し
、
支
援
拠
点
と
し
て
整
備
す
る

と
大
学
側
か
ら
伺
っ
て
い
る
。�

（
所
管
課
・
こ
ど
も
課
）�

���������

熊
谷
市
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
の�

許
可
等
に
関
す
る
条
例�

�

問
　
既
存
の
ペ
ッ
ト
霊
園
に
つ
い
て
は
、
許

可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
既
存
の
ペ
ッ
ト
霊
園
が
、
こ
の
条

例
に
お
け
る
要
件
を
必
ず
し
も
満
た
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
条
例

が
で
き
た
段
階
で
、
条
件
に
合
っ
て
い
な
い

部
分
に
つ
い
て
、
条
件
に
合
う
よ
う
改
善
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
伺
い
た
い
。�

答
　
既
存
の
ペ
ッ
ト
霊
園
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
は
、
熊
谷
市
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
の
許

可
等
に
関
す
る
条
例
の
附
則
の
経
過
措
置
に

お
い
て
規
定
し
て
い
る
。
「
条
例
の
施
行
の

際
、
現
に
ペ
ッ
ト
霊
園
を
設
置
し
て
い
る
者

は
、
許
可
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
努
力
目
標
と
し

て
位
置
付
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
緑
地
割
合

の
基
準
を
適
合
さ
せ
る
の
は
、
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
、
基
準
に
近
づ
け

る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な

指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。�

（
所
管
課
・
環
境
衛
生
課
）�

委員長�
　黒澤三千夫�
副委員長�
　吉原　邦陽�
委員�
　大久保照夫�
　新井　清次�
　林　真佐子�
　泉　　二良�
　三浦　和一�
　松浦　紀一�
　須永　宣延�

答� 問�

答� 問�

,

,

子育て支援センターが整備される立正大学子育て支援センターが整備される立正大学�子育て支援センターが整備される立正大学�

と
ら�



人権尊重宣言都市・くまがや�22.11.１　くまがや市議会だより　第21号�15

市
民
産
業
常
任
委
員
会�

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算�

（
衛
生
費
）
に
つ
い
て�

�

問
　
予
防
接
種
事
業
の
う
ち
日
本
脳
炎
予
防

接
種
に
つ
い
て
、
３
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
に

接
種
す
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
、

対
象
人
数
及
び
個
人
負
担
に
つ
い
て
、
伺
い

た
い
。�

答
　
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
は
積
極
的
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
た
。
今
年
度
は
、
第
１
期
の

対
象
者
に
つ
い
て
積
極
的
な
勧
奨
の
再
開
と

な
っ
た
が
、
一
度
に
接
種
す
る
こ
と
に
な
る

と
ワ
ク
チ
ン
の
量
が
不
足
す
る
た
め
、
３
歳

児
を
優
先
的
に
接
種
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま

た
、
第
１
期
初
回
接
種
の
対
象
人
数
は
、
１

回
目
が
６，
３
０
４
人
、
２
回
目
が
６，
６
０
８

人
の
合
計
１
万
２，
９
１
２
人
で
あ
り
、
個
人

負
担
に
つ
い
て
は
、
３
歳
か
ら
７
歳
半
ま
で

の
間
に
接
種
す
る
と
市
の
補
助
で
接
種
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
１
回
の
接
種
料
に

つ
い
て
は
８，
４
１
３
円
で
あ
る
。�

（
所
管
課
・
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
）�

����

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算�

（
農
林
水
産
業
費
）
に
つ
い
て�

�

問
　
水
田
効
率
利
用
条
件
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
採
択
が
見
込
ま
れ
る
組
合
及
び
補

助
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

答
　
事
業
採
択
が
見
込
ま
れ
る
組
合
は
、
御

正
第
三
機
械
化
組
合
及
び
成
沢
大
豆
生
産
組

合
で
あ
る
。
補
助
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
御

正
第
三
機
械
化
組
合
は
導
入
す
る
コ
ン
バ
イ

ン
１
台
に
対
し
て
補
助
す
る
も
の
で
あ
り
、

成
沢
大
豆
生
産
組
合
に
つ
い
て
は
、
大
豆
選

別
選
粒
機
、
自
動
計
量
機
、
そ
れ
ぞ
れ
１
台

に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。�

（
所
管
課
・
農
業
振
興
課
）�

委員長�
　杉田　茂実�
副委員長�
　常見　　勝�
委員�
　栗原　健昇�
　笠原　秀雄�
　加賀崎千秋�
　新井　　宏�
　松岡　兵衛�
　杉田　芳雄�
　桜井くるみ�

答� 問�

答� 問�

都
市
建
設
常
任
委
員
会�

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算�

（
土
木
費
）
に
つ
い
て�

�

問
　
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
道
路
照
明

灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
お
い
て
、
鎌
倉
町
で
実

施
す
る
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。�

答
　
商
店
街
で
通
行
量
の
多
い
と
こ
ろ
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
効
果
を
広
く
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
ま
た
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
の
採
択
要
件
を
満
た
す
路

線
が
鎌
倉
町
通
り
で
あ
る
。�

（
所
管
課
・
維
持
課
）�

��������

平
成
22
年
度
熊
谷
都
市
計
画
事
業
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て�

�

問
　
３
款
県
支
出
金
第
１
項
上
之
土
地
区
画

整
理
事
業
県
補
助
金
と
あ
る
が
、
こ
の
補
助

金
の
対
象
路
線
は
ど
こ
か
伺
い
た
い
。�

　
　
上
之
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
の
県
道

で
、
都
市
計
画
道
路
熊
谷
谷
郷
線
で
あ
る
。�

（
所
管
課
・
土
地
区
画
整
理
中
央
事
務
所
）�

�

ム
サ
シ
ト
ミ
ヨ
の
生
息
す
る
元
荒
川
流
域
の

下
水
道
整
備
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て�

�

問
　
下
水
道
を
整
備
す
る
場
合
、
そ
の
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
伺
い
た
い
。�

答
　
い
ま
認
可
を
受
け
て
い
る
整
備
区
域
の

整
備
が
進
ま
な
い
と
次
の
認
可
拡
大
は
難
し

い
。
５
年
後
の
認
可
変
更
で
拡
大
区
域
に
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
久
下
小

ま
で
の
左
岸
側
及
び
右
岸
下
流
は
調
整
区
域

で
あ
る
た
め
、
全
体
の
約
４
分
の
３
の
区
域

は
、
合
併
浄
化
槽
を
入
れ
る
以
外
に
方
法
は

な
い
。�

（
所
管
課
・
下
水�

道
課
）�

委員長�
　大嶋　和浩�
副委員長�
　大山美智子�
委員�
　並木　正一�
　小林　甚一�
　新井　正夫�
　加藤　恒男�
　田島　道夫�
　松本貢市郎�

答� 問�

問�

問�

答�答�

委員会での主な質疑�

舞�

コンバインでの稲刈り�コンバインでの稲刈り�

鎌倉町通り�鎌倉町通り�

元荒川流域�元荒川流域�


